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ダ

グ

生

産

函

数

フ

ス

目

次

一
、
緒
言

二
、
ダ
グ
ラ
ス
生
産
菌
数
の
概
観

一
二
、
ダ
グ
ラ
ス
生
産
画
数
の
均
衡

四

、

結

言
一
、
緒

言

生
産
は
、
生
産
量
と
そ
れ
に
用
い
ら
れ
た
生
産
諸
要
素
の
量
と
の
間
の
画

数
関
係
と
し
て
理
解
し
得
る
。
即
ち
生
産
諸
要
素
の
各
・
4

の
投
入
量
が
決
ま

る
と
、
そ
れ
に
応
ず
る
生
産
量
も
確
定
さ
れ
る
と
十
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
画
数
関
係
と
は
必
ず
し
も
公
式
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

く
、
と
も
か
ぐ
も
生
産
量
と
生
産
諸
要
素
量
と
の
聞
に
、
何
等
か
の
対
応
関

係
ハ
註
1
)
の
存
在
を
主
張
ナ
る
も
の
で
あ
る
o
た
ど
そ
の
場
合
に
、
画
数

関
係
な
る
も
の
が
出
来
得
れ
ば
公
式
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
願
う
の

の

均

衡

ム
口
小

野

頑

み
で
あ
る
。
こ
の
事
は
五
日
h

に
、
生
産
の
よ
り
具
体
的
な
或
は
数
学
的
(
註

つ
む
な
分
析
の
基
礎
を
与
へ
て
く
れ
る
も
の
と
考
へ
る
。

私
は
か
L

る
意
味
に
於
て
、
こ
L

で
ダ
グ
ラ
ス
の
生
産
画
数
式
を
取
上
げ

て
見
た
い
。
衆
知
の
如
く
、
ダ
グ
ラ
ス
教
授
は
製
造
工
業
に
於
て
、
ぞ
の
生

産
量
は
資
本
と
労
働
だ
け
の
菌
数
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
次
の
如
き
定
式
化

を
試
み
た
。h
u
n
hト
待
合
1

昨
(
酔
凶
)
・
:
・
:
・
;
・
:
:
(
同
)

こ
L

で
P
は
物
品
恩
単
位
で
測
ら
れ
た
産
出
高
で
あ
り
、

L
は
そ
の
生
産
に
使

用
さ
れ
た
労
働
量
、

C
は
同
じ
く
固
定
資
本
の
量
で
あ
る
o
叉
K
並
び
に
h

は
統
計
的
に
定
ま
る
常
数
で
あ
っ
て
、
ダ
グ
ラ
ス
教
授
は
ア
メ
リ
カ
の
製
造

工
業
の
時
系
列
資
料
に
基
き
計
算
し
て
次
の
如
き
値
を
得
た
。

h

u

M
・2

F

U

C

・4
日

こ
の
ダ
グ
ラ
ス
画
数
は
、
既
に
多
く
の
批
判
(
註
4
)
を
受
け
来
っ
た
の

で
あ
る
が
、
私
は
若
干
の
修
正
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
今
な
お
生
産
関
係
を

良
く
要
約
L
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
(
註
5
)



従
っ
て
私
は
こ
L

で
、
ダ
グ
ラ
ラ
ス
の
生
産
品
幽
数
式
を
次
の
如
〈
表
は
し

て
、
之
を
生
産
の
均
衡
と
い
う
視
』
白
川
よ
り
分
析
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

N
V
H
日
』

pw()」
但

し

。

〈
F
干
ハ
H

戸
内
V
。
:
・
:
・
・
(
N
)
(剛

同

小

)

こ
L
で
h
と
j
と
の
和
は
必
ず
し
も
ー
で
な
い
と
す
る
。

こ
の
事
は
、
ダ
グ
ラ
ス
式
の
良
〈
当
て
は
ま
る
生
産
の
場
に
於
け
る
生
産

の
均
衡
分
析
に
外
な
ら
な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

註

仙

こ

L

で
一
言
う
対
応
関
係
と
は
必
ず
し
も
一
義
的
な
対
応
の
み
を
意

味
し
て
る
の
で
は
な
い
。

註
凶
今
の
所
、
数
学
的
分
析
に
と
っ
て
必
要
な
条
件
は
、
生
産
画
数
が

導
函
数
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
条
件
は
多
分
に
微
小
分
析
の
可

能
性
、
則
ち
斐
数
た
る
各
生
産
要
素
の
可
分
性
に
依
存
す
る
。
私
の

こ
の
分
析
に
於
て
は
、
こ
の
可
分
性
は
仮
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
完
全
に
は
現
実
的
で
な
い
。

註
附
ダ
グ
ラ
ス
は
生
産
函
数
式
の
形
は
、
向
次
の
一
次
式
た
る
べ
き
と

仮
定
し
た
o
か
L
る
ダ
グ
ラ
ス
の
考
へ
は
、

H
-
シ
ユ
ル
ツ
が
指
摘

し
て
い
る
如
く
(
国
・
∞
ο何
回
己
仲
間
宮
再
開
時
国
乙
で
同

2
r♀
守
昇
司
白
白
色

。
一
富
ミ
乙
回
以
包
囲
星
空
S
E
P
-
-
可
・
円

-e

。
2
2
3
N
S
彼

の
統
計
的
研
究
に
、
理
論
的
イ
シ
ス
ピ
レ
イ
シ
ヨ
シ
を
与
え
た
J
-
B
-

.
グ
ラ

1
グ
並
び
に

p
-
H
・
ウ
イ
ツ
グ
ス
テ
ィ
1
ド
等
の
限
界
生
産

力
理
論
の
影
響
下
に
φ

め
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
旦
ダ
グ
ラ
ス
は
、

同
次
の
一
次
画
数
式
採
用
の
理
由
と
し
て
、
工
業
に
於
て
は
収
益
不

安
が
特
質
で
あ
る
点
を
強
調
せ
ん
と
し
て
、
収
益
逓
増
並
び
に
収
益

遁
滅
二
つ
乍
ら
工
業
生
産
に
は
ふ
さ
は
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た

即
ち
若
し
も
工
業
に
於
て
収
益
遜
滋
が
支
配
的
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
人
以
上
の
企
業
は
能
率
の
・
上
ら
ぬ
も
の
に
な
り
、
社
会
は
個
人
会

業
か
ら
の
み
成
立
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
若
し
も
収
益
逓
増
が

支
配
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
企
業
も
無
限
に
そ
の
生
産
規
模

を
拡
大
す
る
こ
と
が
出
来
、
競
争
は
不
可
能
と
な
り
、
独
占
が
結
果

す
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
乍
ら
工
業
社
会
は
個
人
企
業
に
よ
っ
て
も
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
独
占
に
依
っ
て
も
特
徴
づ
け
ら
れ
な
い
が
故
に
、

収
益
不
安
が
木
質
的
宮
島
り
、
生
産
は
一
次
の
同
次
画
数
で
表
は
さ

る
べ
き
も
の
と
結
論
し
た
。

註
側
、
ー
批
判
の
主
た
る
も
の
を
挙
げ
て
見
る
と

ω
L並
び
に

C
の
指
数
の
和
を
l
と
L
た
こ
と
、
即
ち
画
数
式
の
形

を
一
次
の
同
次
式
た
ら
し
め
た
こ
と
、
従
っ
て
収
益
不
受
を
前
提
と

し
た
こ
と
に
対
す
る
理
論
的
前
提
へ
の
批
判
で
ら
る
。
こ
の
点
に
関

し
先
、
つ

H
・
シ
ユ
ル
ツ
の
批
判
を
挙
げ
る
と
、
前
述
せ
る
如
く
ダ
グ

ラ
ス
の
理
論
的
前
提
と
な
っ
て
い
た

1
・B
-
グ
ラ
1
グ
や

P
-
H
・ウ

イ
ツ
グ
ス
テ
ィ
ー
ド
の
限
界
生
産
力
理
論
は
、
L
-
ワ
ル
ラ
ス
生
産
力

理
論
の
不
完
全
な
叙
述
で
あ
る
と
述
べ
、
而
る
が
故
に
ワ
ル
ラ
ス
の

生
産
力
理
論
に
対
し
て
彼
が
指
摘
し
た
と
同
様
な
限
界
を
持
っ
と
述

べ
て
い
る
o
即
ち
L
-
ワ
ル
ラ
ス
の
限
界
生
産
力
理
論
に
は
次
の
仮
定

一
、
商
品
に
対
す
る
生
産
の
係
数
は
す
べ
て
斐
数
で
あ
る
。

二
、
生
産
諸
係
数
は
唯
一
の
画
数
関
係
に
よ
り
結
ぼ
れ
る
。

三
、
い
か
な
る
一
係
数
に
於
け
る
増
加
も
、
一
つ
或
は
そ
れ
以
上
の

他
の
係
数
に
於
け
る
減
少
に
よ
り
補
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

が
あ
る
と
し
、
限
界
生
産
力
理
論
が
意
味
を
持
つ
の
は
、
こ
れ
ら
の

仮
定
が
現
実
化
さ
れ
る
時
に
於
て
の
み
で
あ
り
、
若
し
あ
る
グ
ル
ー

プ
の
生
産
係
数
が
一
つ
の
方
程
式
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
、
他
の
グ
ル
ー

プ
の
生
産
係
数
が
他
の
方
程
式
に
よ
り
結
ば
れ
る
様
な
時
に
は
、
生

産
要
素
は
相
互
に
独
立
に
愛
り
得
ず
限
界
生
産
力
理
論
は
失
敗
に
帰

一一一一



す
る
と
述
べ
て
居
り
、
更
に
ウ
イ
ツ
グ
ス
テ
ィ
1
ド
自
身
、
エ
ツ
ヂ

ウ
オ
1
ス
や
パ
レ
ト
1
の
批
判
に
よ
り
収
益
不
愛
の
前
提
を
捨
て
た

点
を
指
摘
し
て
い
る
。
(
国
・
∞
各
国
H
R
-
-
E
3

次
に
、
デ
ユ

1
ラ
シ
ド
の
批
判
を
挙
げ
る
。
デ
ユ

1
ラ
シ
ド
は
、

J

ダ
グ
ラ
ス
の
前
提
に
は
二
つ
の
理
論
的
欠
陥
が
あ
る
と
し
て
次
の
如

く
述
べ
て
い
る
。
第
一
に
、
一
次
の
同
次
画
数
式
は
最
小
費
用
で
経

蛍
し
て
い
る
競
争
的
企
業
に
と
っ
て
は
、
完
全
に
適
当
で
な
い
。
一

次
の
同
次
画
数
は
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
の
下
で
収
益
不
安
の
状
態
で
経

営
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
が
、
最
小
費
用
の
下
で
は
か
与
る
状
態
は

考
へ
ら
れ
な
い
し
、
旦
叉
競
争
は
企
業
の
大
き
さ
に
何
等
の
効
果
も

も
た
ら
さ
ぬ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
同
次
の
一
次
画
数

は
工
業
全
体
に
は
不
適
ぎ
で
あ
る
。
た
し
か
に
或
企
業
は
収
益
不
安

の
状
態
で
経
告
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
而
し
乍
ら
五
日
々
の
社
会

に
は
競
争
の
名
残
も
残
っ
て
居
り
、
旦
王
口
・
々
の
工
業
社
会
が
同
じ
状

態
で
経
色
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
何
等
の
理
由
も
な
い
。
個
々
の
企

業
へ
の
収
益
不
安
と
、
工
業
全
体
へ
の
収
益
不
安
と
は
全
く
別
な
こ

と
で
あ
る
0
(
U
U
E
E
丘
一
∞
。
E
O

司口
5
c
m
z
d
国
富
号
開
区
比

四

M
g
L
Zえ
-
1
2・
4
〈

p
r
m山
句
一
⑦
丘
払
問
。
一
町
内
。
耳
目
。
。
同
。
司
』
己
目
1
2
8円

巴
。
c
m
H
u
m
-
P
ロ
乙
〕
E
U
d
吋
・
司
・
開
-
-
H
甲山田吋)

凶
次
は
統
計
的
測
定
に
か
ら
む
批
判
と
し
て
第
一
に
メ
シ
ダ
1
スハ

ウ
ゼ

γ
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
之
は
前
の
批
判
点
と
も
相
関
聯
す
る

の
で
あ
る
が
、
次
の
如
〈
言
っ
て
い
る
o
ダ
グ
ラ
ス
画
数
の
基
礎
に

は

E
江
宮
g
g
-
2
の
仮
定
が
あ
る
o
従
っ
て
係
数
も
現
実
性
の

あ
る
な
し
に
か
k

は
ら
ず
、
そ
の
和
が
一
と
固
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
事
は
若
し
も
現
実
が
己
宮
内
凶
官
自
己
E
F
者
に
支
配
さ
れ
て
い
る

な
ら
ば
失
敗
で
あ
り
、
ど
ん
な
法
則
が
存
す
る
か
を
知
り
得
な
い
時

一
一
回

に
は
係
数
の
決
め
方
は
全
〈
勝
手
で
あ
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
ダ
グ
ラ

ス
の
係
数
の
和
を
一
と
固
定
し
た
仮
定
は
次
の
事
を
意
味
す
る
で
為

ろ
う
。即
ち
、
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
二
二
年
の
間
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ

工
業
に
何
の
技
術
的
変
化
も
起
ら
ず
、
叉
平
均
に
於
け
る
労
働
者
の

生
産
能
率
に
も
安
化
は
な
か
っ
た
と
。
而
し
乍
ら
こ
れ
ら
は
明
ら
か

に
経
済
学
者
が
、
こ
の
期
間
に
於
け
る
工
業
発
展
に
関
し
て
知
っ

て
い
る
こ
と
k
矛
盾
す
る
と
述
べ
、
更
に
ダ
グ
ラ
ス
の
用
い
た
資
粉

に
従
っ
て
で
お
ロ
F
E
z
-
μ
唱
の
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

(
出
富
2
M
L
O
E
F
E
g
u

。=p
o
E
出
回
目
2
2図
。
。
弘
司
円
。
p
m
g
H

同

)
C
ロ
m
F九
句
同

C
L
Z
の
昨
日
ロ
吋
ロ
ロ
5
t
p

開。。口。=百円HF。
P

泊
司
ユ
「
]
戸
。
ω
∞
)

第
二
に
は
や
は
り
一
同
じ
メ
シ
ダ
1

ス
ハ
ウ
ゼ
ジ
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
批
判
が
あ
る
。
即
ち
彼
は
ダ
グ
ラ
ス
の
用
い
た
資
料
に
従
っ
て
指

数
の
和
が
一
で
あ
る
と
の
仮
定
を
お
〈
こ
と
な
し
に
ゲ
由
司
の
方
向

に
誤
差
を
集
め
て
係
数
計
算
を
行
い
K
H
0
・
七
六
、

V
K
H
0
・
二
五

を
得
た
。
人
は
之
を
以
て
ダ
グ
ラ
ス
の
数
値

(
K
H
0
・
七
五
、

Lr

H
0
・
六
五
)
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
ダ
グ
ラ
ス
の
仮
定
は
現
実
に

存
在
し
て
ゐ
た
と
考
へ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
更
に
詳
細
に
之
を
見
れ

ば
、
こ
の
資
料
に
よ
る
コ
一
次
元
分
布
点
は
大
体
多
共
線
的
に
分
布
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
と
述
。
へ
て
い
る
o
即
ち
彼
は
、
三
つ
の
異
っ
た

方
向
F
m
F
F
R
{
U
W
F
間
「
の
方
向
に
夫
々
最
小
化
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
ご
一
つ
の
臭
っ
た
係
数
を
得
た
。
即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

一一塁
J45高
一

r

一

同

一

一
回
q
m
H
M
一
。
・
吋
血
一
c
-
M
U
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古
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而
し
て
、
各
得
ら
れ
た
係
数
を
持
つ
方
程
式
は
、
夫
々
高
レ
多
相
関

係
数
を
持
ち
、
デ
ー
タ
に
良
〈
当
は
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
事
よ
り
、

分
布
点
は
む
し
ろ
一
直
線
状
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
回

帰
平
面
を
之
に
当
は
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
o

一
つ
の
平
面
状
に

散
在
し
て
こ
そ
、
そ
の
三
次
元
分
布
よ
り
回
帰
平
面
の
係
数
を
決
定

す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
o

{
出
・
露
。
回

m
r
E
E
5
2・
同
】
)
三
・
)

第
三
に
は
、
デ
ユ

1
ラ
シ
ド
も
叉
こ
の
点
に
関
し
て
次
の
如
〈
述

べ
て
い
る
o
ダ
グ
ラ
ス
は
彼
の
計
算
の
デ
ー
タ
へ
の
適
応
の
程
度
は

P
の
実
際
値
と
計
算
値
と
の
閣
の
相
関
係
数
が

0
・
九
七
と
い
う
高

い
数
字
を
示
し
て
い
る
が
故
に
妥
当
で
あ
る
と
す
る
が
、
相
関
係
数

に
あ
ま
り
高
レ
意
義
を
認
め
る
こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
相
関
係
数
の
・

高
い
こ
と
L
共
に
、
公
式
が
、
観
察
さ
れ
た
結
果
を
記
述
す
る
の
に

ユニ

l
p
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
L
て
、
彼
が

ダ
グ
ラ
ス
の
デ
ー
タ
か
ら
計
算
し
た
回
帰
平
面
の
式

】ιH0・∞品叶印戸+。・MWH1h酔
M
A
U
l
印印・凶

を
一
示
し
、
そ
の
相
関
係
数
は

0
・
九
六
九
で
あ
る
が
、
理
論
的
に
は

こ
の
公
式
は
不
完
全
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
(
む
・
巴
C
岡山
W
田
島
山
同
玄
門
戸
)

制
次
の
批
判
は
時
系
列
資
料
に
適
用
す
る
場
合
に
生
ず
る
困
難
に
関

す
る
批
判
で
あ
っ
て
、

H
-
シ
ユ
ル
ツ
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
即
ち
、

次
の
朗
く
述
べ
て
い
る
。
ダ
グ
ラ
ス
の
背
後
に
あ
っ
た
限
界
生
産
力

理
論
は
静
態
謹
論
で
あ
っ
て
、
之
を
統
計
的
に
時
系
列
に
よ
っ
て
証

闘
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
そ
の
時
系
列
の
長
期
趨
勢
を
調
整
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
而
ら
ざ
る
限
わ
限
界
生
産
力
理
論
に
於
て
要
求
さ
れ
て
い

る
生
産
方
程
式
の
近
似
と
し
て
は
取
ら
れ
得
な
い
。
ダ
グ
ラ
ス
に
は

こ
の
点
の
反
省
が
欠
け
て
い
た
。

(
Z
-
T
-
z
r
p己
)

註
切

H
・
シ
ユ
ル
ツ
も
「
ダ
グ
ラ
ス
式
は
、
多
少
の
受
更
を
加
へ
る
こ
と

に
よ
り
、
静
態
的
生
産
公
式
以
上
の
意
義
乞
持
つ
で
為
ろ
う
。
そ
の

た
め
に
は
需
要
並
び
に
供
給
曲
線
の
統
計
的
研
究
に
於
て
用
い
ら
れ

て
い
た
手
法
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
o

(困問・∞《ersrNUHr一色・)

註
同
開
ダ
グ
ラ
ス
式
は
、
そ
の
当
初
の
形
仙
に
於
て
も
、
比
較
的
現
実
の

生
産
関
係
を
表
は
し
得
て
い
る
様
で
あ
る
o
今
そ
の
実
例
を
こ
・
三

挙
げ
て
見
る
と

例
一
、
両
指
数
の
和
が
一
な
る
こ
と
の
例
と
し
て
は
、
篠
原
三
代
平
氏

の
日
本
工
業
一
に
つ
い
て
計
算
し
た
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
十
七
年
迄
の

平
均
r
H
C
-
S咽

r
f
c
・
g
-
r
+
r
f
c
-
C
印
な
る
数
字
を
挙
げ
得

る。

例
二
、
次
に
各
指
数
は
一
次
同
次
画
数
の
前
提
の
下
で
、
該
要
素
へ
の

相
対
的
分
前
を
示
す
(
註
7
)
も
の
で
あ
る
が
、

k
が
工
業
所
得

中
に
占
め
る
賃
銀
俸
給
所
得
の
割
合
に
酷
示
し
て
い
る
例
と
し
て
、

篠
原
氏
「
雇
傭
と
賃
銀
」
の
引
用
よ
り
再
引
用
す
れ
ば
、
白
木
に
於

て
は
工
業
所
得
中
の
賃
銀
・
俸
給
所
得
の
割
合
は
あ
ま
り
計
算
さ
れ

て
い
な
い
が
、
土
方
博
士
が
昭
和
四
年
と
昭
和
五
年
に
つ
い
て
計
算

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
年
に
於
け
る
篠
原
氏
計
算
の
r
と
比
較
し
て

見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
o

一
/
/
/
/
一

一
週
費
用
石
一

一
塁
凶
器
一
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A
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而
し
乍
ら
、
前
述
の
諸
批
判
に
よ
り
明
ら
か
な
る
如
〈
、
両
指
数
の

和
を
一
と
固
定
し
な
い
こ
と
が
、
よ
り
一
般
的
で
あ
る
と
考
へ
得
る

の
で
、
私
は
こ
L

で
「
両
指
数
の
和
は
必
ず
し
も
-
で
な
い
」
と
し

て
お
き
た
い
。
こ
の
事
は
ダ
グ
ラ
ス
も
叉
後
年
之
を
認
め
た
所
で
あ

る
o
向
。
〈
F
]
八
同
な
る
条
件
は
、

k
並
び
に

j
が
各
要
素
の
生

産
へ
の
弾
力
性
係
数
を
示
す
(
註
B
)
こ
と
か
ら
首
肯
し
得
る
で
・
為

ろ
う
。
同
〉
C

な
る
条
件
は
而
ら
さ
れ
ば
P
ー
は
常
に
負
と
な
っ
て
不

合
理
で
あ
る
。

註
間
ダ
グ
ラ
ス
式
に
於
て
は
、
そ
れ
が
一
次
の
同
次
画
数
で
あ
る
と

の
条
件
の
下
で
所
謂
オ
イ
ラ
ー
の
定
理
が
成
立
つ
。
即
ち

由

一

司

四

回

』

同

J
H
F
d門
+
A
U
l
u
d

即
ち
労
働
と
資
本
の
分
前
は
夫
々

F
i
…日
1

・

。

同

v

.

同

νr

凶
門
H
国
内

-zviMの
-
l
w
H
|
叶

印

刷

》

狩

司

(
H
l
r〉

叫
(
U
H
-
T
Q
l
r
)
-
H
h枠
内
〕

i

H
ー
ー
の

1
l

白
山
で
あ
っ
て

故
に
労
働
と
資
本
の
分
前
は
夫
々
苫
内
a

旬。1
3と
な
り

k
並
び
に

(
H
l
r
)
は
夫
々
の
相
対
的
分
前
を
示
す
。

註
附
前
註
の
如
〈

四

回

以

「

匂

由

同

し

]

戸

田

阿

川

一

司

自

の

の

故
に
夫
・
身
、
の
弾
力
性
は

白

一

阿

川

¥

阿

川

岨

四
回
ー
』

k

F

l

p

-.... 
/、

四!印

のl可
「¥
のl阿古

11 

一、

ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
の
概
観

回第 I

ダ
グ
ラ
ス
の
生

産
画
数
は
、

L
並

び
に

C
を
夫
々
横

軸
・
縦
軸
に
と
り

p
を
L
i
C
面
に

垂
直
な
輸
に
と
る

こ
と
に
よ
り
、
之

等
三
つ
の
値
P
、

L
-
C
に
よ
り
決

ま
る
各
点
の
軌
跡

と
し
て
、
第
一
図

の
如
き
一
つ
の
曲

面
を
表
は
ず
で
あ

ろ
う
o
私
は
こ
L

で
本
分
析
に
先
立

っ
て
こ
の
曲
面
の

概
要
を
考
察
し
て
見
た
い
。

一
、
凶
式
に
よ
り
明
ら
か
な
る
如
く
、

L
叉
は
C
び
零
の
時
は
P
も
叉
零

で
あ
る
o



二、

L
叉
は

C
を
夫
々
一
定
値
I
U
叉
は
P
M
と
お
〈
と
、
換
言
す
れ
ば

L
|

P
一
回
叉
は

L
I
C
面
に
夫
々
義
直
な
平
面
で
ダ
グ
ラ
ス
曲
面
を
絞
る

と
、
各
次
の
如
ぎ
方
程
式
を
有
す
る
交
説
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

同
「
同

-MAt-

及

び

で

H
E
v
c
v
・i
・

-

・

:

(

串

)

今
之
等
の
式
を
次
の
如
く
簡
単
に
書
き
代
ヘ
る
こ
と
に
す
る
o

F
H穴
尽
:
・
:
:
:
(
印
)

同
町

HH
択
の
円
:
:
:
:
(
品
)

豆日
ち

同
》

H
層
内
L

円の」

同

ι
H
剛ハ
q
H
V

(∞} 

但
し

イ|旦
し

今
之
等
の
曲
線
の
大
凡
の
性
質
に
つ
い
て
、
例
を
制
に
と
っ
て
説
明
し
て
見

る
と

第2圃

L 

同

L
H
O
の
時
に
は

P
H
O
で
あ
る
。

即
ち
カ

1
プ
は
原
点
よ
り
出
発
す
る
。

《
凶
』

ν

附
叫
阿
川

H
園
内

q
E
B
L
〉
(
)

何
故
な
ら
ば

同
司
(
日
開
の

U
V
A
-
-
r
v
c
w

=i同リ
V

0
・

故
に
こ
の
曲
線
は

L
に
関
す
る
増
加
曲
線
で

お
る
。

(C) 何
故
な叫色
ら '，~I 日日
lま 11
関
口

r r、
r 

..... 

...... 
枠

〈。

択
。
〉

cw
「
〉
。

岡、1凶
v-r

r
l
H
八。・

却
ち
増
加
率
は
漸
次
減
少
し
て
行
〈
が
故
に
、
上
に
凸
な
る
曲
線
と
な

る
。
従
っ
て
之
を
図
に
示
す
な
ら
ば
第
二
函
の
如
〈
に
な
る
。
以
上
の
曲
線

の
性
質
は
閉
式
に
関
し
て
も
八
五
く
同
様
で
あ
っ
て
、
第
一
図
は
叉
、
之
等
の

曲
線
を
曲
面
の
切
断
に
よ
る
交
線
の
後
方
ス
グ

1
リ
シ
へ
の
投
影
と
し
て
表

は
し
て
い
る
。

三
、
次
に

P
を
一
定
と
す
る
時
、
換
言
せ
ば

F
!
の
面
に
平
行
な
平
面
で

曲
面
か
一
樹
齢
る
時
に
五
円
一
々
は
等
高
線
と
し
て
、
次
の
如
き
曲
線
マ
得
る
。
即
ち

}
M
1
3
と
お
〈
こ
と
に
よ
り

阿
川
酔

H
H
関
戸
旧
作
(
〕
』
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H
】
〕
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¥
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凶
作
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山
市
)
叶
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f
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叶

U
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¥
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t
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L
f

'
関
同
U
H
-
-
-
v
}
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{

同

「

人

，

P

、

』

r

-

目
J

戸
川
川

l
i
-
-

こ
の
方
程
式
の
示
す
曲
線
の
性
質
は
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。
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ら
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E
(リ
ヤ
)
〉

cu

故
に

C
は
L
に
関
す
る
減
少
画
数
で
あ
る
。

品
目
の

仰
叫
何
回

H
E
(
E
+凶
)
穴
可
¥
守

Z
凶

V
C

何
故
な
ら
ば

E
V
C
-
(
E
+
σ

〉

CW

問
、
〉
タ
円
喝
事
+
同
一
V
C

却
ち
減
少
率
の
増
加
す
る
減
少
菌
数
で
あ
り
、
上
に
凹
、
換
言
せ
ば
原
点
に

凸
な
る
曲
線
と
な
り
、
第
三
一
図
の
如
き
、

L
軸
並
び
に
C
軸
を
漸
近
線
と
す

る
双
曲
線
で
あ
る
o
第
一
図
は
叉
、
こ
の
曲
線
を
曲
面
の
切
断
に
よ
る
交
線

の
F

[
凸
面
へ
の
投
影
と
し
て
表
は
し
て

い
る
o
四
、
次
に

P
軌
を
含
み
、

L
軸
と
任
意

の
角
度
を
な
し
戸
ー
の
固
に
垂
直
な
平
面

で
、
曲
面
を
載
る
時
生
ず
る
交
線
の
方
程

式
を
求
め
て
見
ょ
う
。
今
P
輔
が
」
含
み
戸

竺
耐
に
垂
直
な
平
面
と
「
ー
の
面
と
の

交
線
の
方
向
係
数
を

7
と
す
る
と
、
こ
の

平
面
の
方
程
式
は
次
の
如
〈
に
な
る
o

問
、

v
p
同

L
吉
土

V
C

第3周

「、，

( 

ミ{)
) 

白
川
川
吋
戸
・
・
:
:
・

仰
を
凶
に
代
入
す
る
と

同
》
U
H
穴
F
杯
(
吋
同
レ
)
」
川
川
内
・
J

『
'
7
F
Z
k
l
穴
J

可
・
円

q

古
川
口
、
一
穴
吋
リ
相
内
・
パ
Y
'
w
:
:
:
:、官
e

F
q
H
4
r
+」

従
っ
て
求
む
る
交
線
の
方
程
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

『

同

w
H
穴
J
可

-
F
q

m

-

-

-

-

司

-
の
リ
パ
ユ
ι

更
に
こ
の
方
程
式
を
の
H
吋
戸
面
上
の
方
程
式
と
し
て
表
は
し
て
見
る
た
め

に
F

j
凸
面
上
で
次
の
如
き
践
模
夜
換
を
試
み
る
。
郎
や
り
第
四
図
の
如
〈

F
ー
の
座
僚
を
、
平
面
白
H
J戸
と
戸
ー

の
函
と
の
交
線
を
l
紬
と
す
る
直
角
座

標

h
!
の
座
標
に
受
換
す
る
こ
と
に
す

る
o
こ
の
場
合
L
軸
と
l
軸
と
の
交
角

を
8
と
す
る
と

Z
ロ色

H
J『
・

目

・

・

・

・

:

官
N
)

従
っ
て
か
L
る
座
標
安
換
に
於
け
る
斐

換
式
は
次
に
よ
っ
て
与
へ
ら
れ
る
。
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j
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A
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‘
/
叫
¥
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+
丸
、

戸

町
H
F
¥
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目¥叶剖叫
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こ
の
方
程
式
の
示
す
曲
線
の
性
質
は
凡
そ
次
の
如
〈
で
あ
る
。

附

~
H
C
の
時
は
司
刊
。
で
あ
る
o
故
に
原
点
智
通
る
。

弘
司

4
1
!
l
n
穴、・

3
~
q
L

h
F
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若
L
q
H
Z
な
ら
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L
-
v
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L
~
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何
故
な
ら
ば
穴
、
(
H
閃
丈
午
¥
凶
州
川

u
J
J
v
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若
し
も

q
H
M
な
ら
ば

直
阿
川

1
5
ミ

島

|

p

c

q
v
p
 

ーlM
〉。

即
ち
前
の
場
合
に
は

P
は

l
に
関
す
る
増
加
曲
線
と
な
り
、
後
の
場
合

に
は
直
観
と
な
る
。

。しy

《
戸
時
回
以

」
官
t
H
肉、・
q
ハq
l
σ

ム
?
"

q
l
H
〉
。
な
ら
ば

島
同
剛
v

d
v，
vo 

O<二1

圃5 第

4守

何
故
な
ら
ば
同
州
、
〉
3
・
q
v
。‘

q
l
H
〉

タ

-
q
L
V
C

《
】
四
四
】

μ

q
l
H
〈
φ

な
ら
ば
色
同
〈
。

故
に

q

州
H

に
従
っ
て
、
増
加
率
の

場
大
ナ
る
増
加
曲
線
、
直
線
、
増
加
率
の

減
少
す
る
増
加
曲
線
と
な
る
。
以
上
の
各

々
の
場
合
に
於
け
る
曲
線
の
状
態
を
図
に

一
示
し
た
も
の
が
第
五
図
に
外
な
ら
な
レ
。

而
し
て
之
等
は
夫
h

、
収
益
逓
増
の
場
合

収
益
不
安
の
場
合
、
並
び
に
収
益
逓
減
の

場
合
を
表
は
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
迄
も

な
い
。一、

ダ
ク
ラ
ス
生
産

函
数
の
均
衡

あ
ら
ゆ
る
生
産
の
目
的
は
、
生
産
要
素

を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
余
剰
を

最
大
に
す
る
こ
と
に
存
す
る
と
考
へ
る
。

一
一
九



生
産
物
並
び
に
各
生
産
要
素
の
価
格
が
与
へ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
私
は
ダ

グ
ラ
ス
画
数
式
が
良
く
代
表
L
得
る
生
産
に
於
て
、
そ
の
余
剰
を
最
大
に
ナ

る
如
ぎ
均
衡
の
条
件
並
び
に
各
要
素
の
使
用
量
を
見
、
更
に
生
産
物
並
び
に

各
要
素
の
価
絡
の
受
動
に
、
各
要
素
の
使
用
置
が
如
何
に
対
応
す
る
か
を
見

ん
と
す
る
も
の
で
為
る
。
こ
の
た
め
に
先
づ
費
用
を
生
産
物
量
で
表
は
し
た

方
程
式
を
導
入
す
る
o
A
7
L
と
C
を
除
い
た
残
り
の
一
切
の
費
用
を
吋
の
で

表
は
ず
。
而
る
時
は
司
の
作
。
で
あ
る
だ
ろ
う
o

而
し
て
或
る
量
の

L
並
び

に
C
を
用
い
た
時
の
総
費
用
を
叶
の
で
表
は
す
と
、
そ
れ
は
次
の
如
く
表
は

さ
れ
得
る
。

ガ

同

同

i

。

凶
行

H

R

+
札
γ

F

+

札

の

亘

但
し
句
、
J

司
F
H
v
q

は
夫
々
タ
「
め
の
価
格
(
註
1
)

今
此
の
方
程
式
の
一
示
す
各
分
布
点
の
軌
跡
を
作
っ
て
見
る
と
第
六
図
の
如
き

平
面
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
こ
の
平
一
向
を
前
の
ダ
グ
ラ
ス
曲
一
向
に
対
し
て
施
し
た
と
同
様
の
考
察

を
加
へ
て
見
る
と
次
の
如
き
性
質
を
有
す
る
平
面
と
な
る
こ
と
が
分
る
o

ω
F
H
少
の
H
O
の
時
は

4
4
A
)
H

日
明
白
H
W
。

即
ち

P
軸
と
高
さ
}
『
め
に
於
て
交
は
る
。

凶

F
H
r
d
入
は
の
H
C
と
お
〈
と

ガ

司

司

、

4

4
の
日
明
白
+
l
k
H
l円
や
十

l
h
ド
の

阿

川

阿

川

同

M
M
M

司
、
一
司
q

J

『
の
日
明
白
+
モ
]
[
‘
+
の
・

同

》

匂

司

、

之
を
次
の
如
〈
簡
燃
に
す
る
。

一
二

O
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回

円

同

-

J

』

F
h
u

同
a

の
リ
吋
の
司
+
村
山
門
但
し
吋
の
1
2
+
山川
I
D
-
-
-
霊

同
同
u

d

岡
町

之
等
は
第
七
図
の
如
き
P
軸
と
夫
ん
ベ
ヨ
H
h
'

ヨ
〕
ロ
で
交
は
り
、
夫
九
べ
匂
問

;

句

。

匂

判

が
ー
剖
U

叩
川
な
る
如
き
直
線
と
な
る
。

同

同
4
A
U
'
V
二
定
に
し
て
云
uh

と
お
〈
と
次
の
如
き
方
程
式
泊
四
る



圃7 第

P(Tc) 

F
函
へ
の
投
影
と
考
へ
ら

れ
る
。
そ
の
関
係
は
第
六

図
に
一
示
さ
れ
て
い
る
。

4

次

に

P
軸
を
含
み

L
軸
と
0

な
る
角
を
な
す

平
面
と
の
交
線
と
求
め
て

見
る
と
次
の
如
く
で
あ

る
。
勿
論
こ
L
で
7
を
方 L 

H
v
h

司
ミ

E
H
4の
+
忠
F
+
札
ー
の

句

、

斗

刷

)

同

・
矧
町
。

H
4
F
E
u
-
J
R一
回
レ

C 

旬

、

古

4

・
・
め
H
Q
D
l明
白

)

凱

l
矧
M
f
F

・・霊

こ
の
直
線
は
第
八
図
の
如
〈

C
軌
と

(
5
1
3
h
wで
L
軸
と

(
5
1
5

P
Z号
、

勾

配

l
h
mな
る
如
ぎ

直
線
で
あ
る
o

以
上
第
七
図
、
第
八
図
に
示
し
た
直
線

は
、
夫
々
司
l
F回
“
司
ー
の
図
喝
の
戸
田

に
垂
直
な
平
面
で
一
費
用
平
面
を
載
っ
た
交

線
の
J

後
方
の
ス
グ
リ
ー
ン
並
び
に
の

l

FcL 

L 
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寸1.
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h 
勺・ー~ーー

CTc，{-Fc)乃1ft

向
係
数
と
し
て

Z
白
色

H
J『

前
述
せ
る
如
〈
か
L

る
核
平
面
は
わ

UJF
で
あ
る
か
ら
p

交
線
は

同

M
H

でち

1

『の
1
『
の
+
|
|
十
F
+

川、二

旬

、

司

LY

『

(
同

J
+
けて旬。
)

d
司

H
明
白

+
!
l
j
1
J
-
戸

」
『
同

u

故

.--、ー~ーー・­

tち吋
11 の
吋 11

r園町
t百
十

!n 
司
h 

M司1+ 司、1吋
司
司、J
M司

寧

之
に
対
し
て
前
述
せ
る
如
き
座
標
定
換
を
行
っ
て

すの

H
E
+
l円河川廿哩
i
l

町
内
l

)

ご

-H¥

午
、

f

。H
C

言

H
E
+
l
m
肘品川
l
l
i
¥

川
」
~

Q

C

J

4

¥

ト

4
1

こ
の
式
は
明
ら
か
に
そ
の
巌
平
面
上
に
於
け
る
次
の
如
き
直
線
を
示
す
。
即

ち

P
軸
と

E
で
交
は
り
、
勾
配
l
h
p
什
-
古
川
円
・

1
1
μ
I
Hな
る
山

3

4

¥

同
+
ミ
ー

き
直
線
で
あ
る
o
之
を
図
示
す
れ
ば
第
九
図
の
如
く
で
あ
る
。

次
に
分
析
に
入
ら
う
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
最
初
に
一
要
素
の

み
を
生
産
量
に
関
聯
せ
し
め
て
考
察
し
、
而
る
後
に
二
要
素
共
斐
の
下
に
於

け
る
考
察
に
4

へ
ろ
う
と
思
う
。
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FC 
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一
、
一
要
素
の
場
合
に
つ
い
て
考
へ
る

の
で
あ
る
が
、
例
を
刷
、
闘
の
式
に
と
っ

て
考
へ
て
見
る
。

即
ち

阿

w
H
穴
q
F骨
・
:
;
・
:
・
:
・
(
モ
)

旬
、
(
川
、
同
行

)
H
R
+
吋

J
』

』

F
e
-
-
-
-
(
]
長
、
)

前
者
は
の

H
P
と
お
い
た
時
の
ダ
グ
ラ

ス
式
に
よ
る
生
産
曲
線
で
あ
り
、
後
者
は

め
H
P
と
お
い
た
時
の
費
用
直
観
で
あ

る
。
市
し
て
前
に
見
た
る
如
〈

L
回

以

品

目

』

V

叫
門

vo--叫
口

lvc

従
っ
て
増
加
率
の
次
第
に
減
少
す
る
増
加
画
数
即
ち
上
方
に
凸
な
る
曲
線
を

示
し
、
限
界
生
産
物
侭
減
の
場
合
で
あ
っ
て
均
衡
条
件
(
註
2
)
の
第
一
を

満
た
寸
。
次
に
小
山
の
式
に
関
す
る
L
の
平
均
生
産
物
を
示
ナ
式
を
作
っ
て
見

ヲ
匂
〉
]

之
を
微
分
し
て

l
T
F
E
H
Eー

(MM) 

(

同

)
¥
2
1宍
A
r
e
-
3
=
i同
〈
C

何
故
な
ら
ば

問
。
〉

P

(
「
|
同
)
〈

c-

-VI尚
一

V

一一一一一

即
ち
平
均
生
産
物
も
叉
低
滅
的
で
あ
っ
て
、
均
衡
条
件
の
第
二
を
満
た
し

て
い
る
。
そ
ご
で
次
に
第
三
の
均
衡
条
件
を
求
め
る
べ
く
、
余
剰
を
最
大
に

す
る
点
を
求
め
て
見
ょ
う
o

第
十
図
は
め

H
F
な
る
平
面
の
切
断
に
よ
り
生
ず
る
前
記
ダ
グ
ラ
ス
曲

面
並
び
に
費
用
平
面
と
の
交
糠
(
也
、
)
(
呂
、
)
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
余
剰
生
産
物
会
二
唱
で
表
は
す
と

同
)
i
n

宅

L
・l-ω
「
剛
ハ
ロ
同

V
I
E
-十
町
F
:
:
・・

J
i
-
-
Q
M
)

故
に
唱
の
最
大
に
な
る
点
は
門

同

勺

《

出

回

以

、

吋

L
(
喝
)
¥
伊
H
J山
h
i
-
-門
H
F
E
V
I
-
-
サ
U
I
H
C

第 10掴

R(ピ
i
t
-
-
，
B
'
一
い
引
川

r 

L 

うに
色白 o

円|匂且日り

11 ち求

F ま
r る
F 
7 で

11 あ

ら

品
旬
、

H
阿
W
L門
¥
回
以

M
G
H
i同
F
:
:
:

-
:
:
ハ
日
品
)

を
満
足
さ
せ
る
点
で
あ

る
。
そ
れ
は
曲
線
の
切
線

が
直
線
と
平
行
に
な
る
点

(
図
で
点
M
)
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
時
の
均
衡
条

件
は



L
勺

岡

山

h

、

L
F
l
H
ν
』。

知
ち
L
の
限
界
生
産
物
が
L
と
P
と
の
価
絡
比
に
等
し
い
事
で
み
の
る
o
(註
3
)

ハ
同
町
一
)

市
し
て
こ
の
均
衡
点
に
於
け
る
L
の
均
衡
量
は

同
内
句

r
F
M
K
l
M
H
H
H
V
L
ミ句、

-
7ハ
51w(古
-L

に
よ
っ
て
与
へ
ら
れ
る
。
(
図
で
は
。

Z
)

次
に
L
や

P
の
価
格
の
愛
動
に
よ
り
、
均
衡
点
が
い
か
に
変
る
か
を
考
察

し
て
同
月
ょ
う
。
先
づ
図
に
よ
っ
て
(
第
十
図
)
之
を
見
る
な
ら
ば
、
直
線
の

勾
配
ー
叩
は

P
の
上
昇
或
は
♂
の
下
降
に
依
っ
て
大
と
な
り
、
逆
に

-
M
h

の
下
降
司
港
の
上
昇
に
よ
っ
て
小
と
な
る
。

従
っ
て
前
者
の
場
合
に
は
、
均
衡
点
M
は
左
下
方
に
移
動
し

φ
Z
は
小
さ

く
な
る
。
後
者
の
場
合
に
は
M
は
右
上
方
に
移
動
し
。
Z
は
大
と
な
る
。
即

ち
生
産
物
価
絡
の
上
昇
又
は
労
働
価
格
の
低
下
は
、
よ
り
少
い
労
働
量
を
使

用
す
る
方
向
に
均
衡
を
移
動
せ
し
め
、
逆
の
場
合
は
よ
り
多
い
労
働
使
用
の

方
向
に
均
衡
が
動
く
、
今
之
等
の
均
衡
移
動
の
程
度
を
詳
し
く
見
る
な
ら
ば

次
の
如
〈
で
あ
る
O
M
M
Y

句、
h

を
夫
h

愛
動
後
の
同
Y
F

の
価
格
と
す
る
と

受
動
前
に
於
て
は

F
H
ハ句"に司
i
h
)
T
M
W

・
ハ
同
q
r
)
了』宵

斐
動
後
に
於
て
は

円
、
リ

qr¥同
C
M
L
-
(
F
3
2

但
し

U
は
斐
動
後
の

L
の
使
用
量

-
-
H
¥
¥
F
H
H
(

尽
¥-Mrvー
と
ハ
♂
¥
阿
川
同
)

T

W

日
(
町
一

)7w(SUM-w

即
ち
L
の
使
用
量
は

P
の
価
格
の
安
動
率
阿
川
正
¥
句
、
に
比
例
し
、

L
の
価

格
の
受
動
率

Mirxp
に
反
比
例
す
る
o

而
し
て
こ
の
場
合
に
於
け
る
比

例
・
反
比
例
の
強
さ
は
L
の
生
産
へ
の
弾
力
性
k
が
小
な
る
程
大
で
あ
る
。

二
、
次
に
は
L
、
C
二
要
素
が
共
に
相
関
聯
す
る
時
に
於
け
る
均
衡
の

問
題
を
考
察
し
て
見
よ
号
。
一
定
最
】
M
M
H
F

を
生
産
す
る
た
め
の

L
、

c

の
組
合
せ
は
数
多
〈
あ
る
o
そ
れ
ら
の
中
で
如
何
な
る
組
合
は
せ
を
取
れ
ば

余
剰
が
最
大
と
か
な
る
と
言
う
問
題
が
当
然
最
初
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
而
る
後
に
そ
れ
ら
各
D
H

に
於
け
る
最
大
余
剰
を
与
へ
る
L
、
C
の
中

で
如
何
な
る
L
、
C
の
叩
艇
が
生
産
全
体
と
し
て
の
最
大
余
剰
を
与
へ
る
か
が

考
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

先
づ
或
る
一
定
生
産
量
れ
を
産
出
す
る
時
に
於
け
る
均
衡
の
問
題
を
考

へ
る
こ
と
に
す
る
o
却
も
今
回
V
H
F
と
す
る
こ
と
に
よ
り
前
述
の
倒
な
る

定
生
産
量
曲
線

の
H
同
州
国
匂
¥
伊
富

-(∞、)

を
得
る
o
面
、
)
に
於
て
は

L
A〕

L
同
『
J

叫
円
八
?
叫
同
町
〉
。

従
っ
て
、
之
は
原
点
に
凸
な
る
曲
線
、
即
ち
限
界
代
替
率
'
の
漸
増
な
る
曲
線

で
あ
る
。
従
っ
て
二
要
因
の
場
合
に
於
け
る
均
衡
の
条
件
(
註
4
)
の
一
つ

を
満
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
場
合
の
均
衡
を
考
え
る
た
め
に

一一一一一



(∞J
な
る
等
生
産
量
曲
線
と
共
に
生
産
費
平
面
を
多
く
の

F
l
(一
面
に
平
行

な
平
面
で
載
っ
た
線
を
、

F
f
i
凸
面
に
投
影
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
等
費
用
直

線
群
を
併
せ
考
へ
る
。
之
等
直
棋
群
の
一
つ
は
総
費
用
、
『

D
と
な
る
如
き

c、
L
聞
の
方
程
式
聞
に
よ
り
表
ば
さ
れ
、
総
費
用

4
P
の
増
減
に
よ
る
愛

る
の
は
、
両
軸
と
の
交
点
の
値
即
ち
L
切
片
、

C
切
片
の
み
で
、
勾
配
は
常

に

語

値

lmであ
る
だ
ろ
う
o

こ
の
両
者
を
図
示
す
れ
ば
第
十
一
図
の

如
く
で
為
る
o

図
に
於
て
、
等
生
産
曲
線
と
等
費
用
直
楳
群
と
の
い
く
つ
か

L

の
交
点
は
p

生
産
量
R
H

を
あ

」

げ

る

た

め

の

L
と
C
の
値
の
組

、
「
¥
一
を
一
示
し
、
且
っ
そ
の
値
の
組
に

圏

、

.
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人
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於
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る

費

用

の
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図
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如
く

第
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、
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¥
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ぃ
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る
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¥
¥
、

一

た

め

の
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最
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費

l
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l
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d
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圃
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¥
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、
ー
目
用
を
与
へ
る
も
の
は
一
番
原
点

ρ』
‘

1

1

¥
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回

1
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I
l
i
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l
i
t
-
-

に
近
い
組
d

即
ち
等
生
産
量
曲

線
に
等
費
用
直
線
が
切
ず
る
点
(
図
で
M
)
に
於
け
る
L
、
C
の
組
で
あ

る
。
而
し
て
切
点
に
於
て
は
次
の
関
係
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
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則
ち
均
衡
点
に
於
て
は
、

L
と
C
の
間
の
価
格
の
比
が
、

L
と
C
と
の
聞
の

限
界
代
替
率
の
絶
対
値
ハ
註
ラ
)
に
等
し
い
と
い
う
第
三
の
均
衡
条
件
が
出

一一一回

て
来
る
o
更
に
一
般
的
に
限
界
代
替
率
は
再
要
因
の
限
界
生
産
量
を
以
て
次

の
如
〈
表
は
し
得
る
。
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均
衡
の
条
件
は
又
次
の
如
く
も
言
い
得
る
。
各
要
素
の
限
界
生
産

物
の
比
は
、
そ
れ
ら
の
価
格
の
比
に
等
し
い
。
或
い
は
叉
各
要
素
の
価
格
と

限
界
生
産
物
と
の
比
は
互
に
等
し
い
。

次
に
か
L

る
均
衡
点
に
於
け
る
L
並
び
に
C
の
均
衡
量
を
求
め
て
見
よ
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又
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即
ち
C
と
L
と
の
使
用
量
の
比
一
は
、
夫
々
の
一
価
格
の
逆
比
と
、
夫
々
の
弾
力

性
の
比
の
積
に
等
し
レ
。
換
一
一
一
口
令
ば
、
そ
れ
ら
の
絶
対
的
使
用
量
が
与
E
ら

れ
た
の
で
な
く
、
そ
の
比
の
み
が
与
ら
へ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
同
M
T

阜
の
一
価
格
の
受
動
に
伴
っ
て
、
こ
の
関
係
が
如
何
に
斐
化
ず
る
か
を
見
る

と
、
次
の
如
〈
で
あ
る
o
前
の
如
く
、

-
v
F
H
M
C

は
夫
々

Fh
同v
q

と
愛
化



し
た
と
し
て
、
愛
化
前
の
使
用
量
の
比
は

Q
S
の
如
く
で
あ
り
、
安
化
後

の
使
用
量
の
比
は
の
、
司
F
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即
ち
価
絡
愛
動
に
よ
る

C
、
L
の
使
用
量
の
比
の
斐
化
は

C
の
価
格
変
動
率

(
h
)
に
反
比
例
し
、

L
の

価

襲

撃

(h)に
比
例
し
、
使
用
量

の
比
の
比
は
L
の
価
格
安
動
率
と
C
の
価
絡
愛
動
率
の
逆
数
の
積
に
等
し
〈

な
る
。
次
に
生
産
全
体
と
し
て
二
要
素
受
動
下
の
均
衡
を
考
へ
て
見
る
こ
と
に
す

る
o
そ
の
た
め
に
先
に
分
析
し
た
任
意
の
民
を
生
産
す
る
時
に
於
け
る
均

衡
点
の
軌
跡
を
考
へ
て
見
る
と
そ
れ
は
、
次
の
如
く
直
線
と
な
る
こ
と
が
容

易
に
分
る
。
即
ち

(N3
か
ら

同
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な
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あ
る
。
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の
一
定
値
を
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〈
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従
っ
て
こ
L

で
問
題
に
せ
ん
と
し
て
い
る
生
産
全
体
に
於
け
る
最
大
余
剰
を

示
す
点
は
、

Q
3
な
る
軌
跡
上
に
於
て
の
1
F
面
と
直
交
す
る
(
勿
論
P

(
ω
ω
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軸
を
含
む
)
平
面
が
、
ダ
グ
ラ
ス
曲
面
を
絞
る
時
生
ず
る
交
線
上
に
存
在
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
L
る
交
線
の
方
程
式
は
前
述
の
如
く
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な
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・
あ
る
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夫
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増
加
率
漸
増
の
増
加
曲
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並
び
に
直

線
を
一
示
す
の
で
当
然
均
衡
点
は
存
在
し
な
い
。
即
ち
生
産
を
拡
大
す
る
こ
と
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よ
り
、
ま
ず
/
¥
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得
る
の
で
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っ
て
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q
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な
る
場

合
に
の
み
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L
る
均
衡
点
を
考
察
し
得
る
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あ
る
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八
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而
し
て
こ
L

で
l
に
関
す
る
平
均
生
産
物
と
は
、

L
並
び
に

C
の
両
者
に
よ

る
平
均
生
産
物
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
二
要
因
に
於
け
る
均
衡
の

第
二
条
件
平
均
生
産
費
低
減
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
マ
l
~

面
に
於
て
前
の
一
要
因
の
み
の
場
合
と
同
様
の
方
法
で
、
そ
の
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力
性
と
の
比
、
並
び
に

p
の
価
絡
と

L
の
価
絡
と
の
逆
比
の
積
に
等
し
い

文

C
の
限
界
生
産
物
は
、
両
弾
力
性
の
和
と

C
の
弾
力
性
の
比
、
並
び
に

P
の
価
格
と

C
の
価
格
の
逆
比
の
積
に
等
し
い
。
之
が
二
要
因
の
下
に
於

け
る
生
産
全
体
と
し
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の
均
衡
条
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で
あ
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よ
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か
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如
く
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各
要
素
の
弾
力
性
及
び
そ
の
和
の
大
小

又
P
、
L
、
C
の
夫
々
価
格
の
犬
き
さ
に
依
存
し
て
決
ま
る
。

最
後
に
、
之
等
の
均
衡
量
は
、

P
、
L
、
C
の
価
格
の
受
動
に
応
じ
て
、

ど
の
様
な
動
き
を
一
示
ず
か
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
に
示
す
如
く
、

各
要
素
、
生
産
物
の
価
格
の
愛
化
率
、
両
弾
力
性
の
和
等
に
関
す
る
複
雑
な

関
係
式
に
よ
っ
て
決
ま
る
o
即
お

F
、
¥
?
の
、
¥
の
を
作
っ
て
見
る
と
次
の
如

く
で
あ
る
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従
っ
て
大
体
次
の
如
〈
一
言
へ
で
ろ
う
。
両
者
共

P

の
価
絡
の
斐
化
率
に
比

例
し
、
自
己
の
価
格
の
型
化
率
に
反
比
例
し
、
他
の
要
素
の
価
格
の
愛
化
率

比
例
す
る
。
而
し
て
、
そ
れ
ら
の
比
例
の
強
さ
は
、
両
弾
力
性
の
和
、
か
一
に

近
け
れ
ば
近
い
程
大
で
あ
る
。

/ 

註
l

L

の
価
格
を
考
へ
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
し
て
も
、

P
の
価
格
を
考

へ
る
に
際
し
て
は
次
の
点
を
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
則
ち
単
一
商
品
生

産
の
場
合
に
は
、
そ
の
価
絡
を
考
へ
る
こ
と
出
来
る
が
、
種
々
の
商
品
生

産
の
場
合
に
は
、
単
に
生
産
物
の
価
格
と
し
て
価
絡
を
考
へ
る
こ
と
は
実

際
問
題
と
し
て
困
難
で
ゐ
る
o
而
し
乍
ら
物
量
P
を
次
の
如
〈
考
へ
る
こ

と
に
よ
っ
℃
こ
の
困
難
を
克
服
し
得
る
も
の
と
考
え
る
o

即
ふ
り
種
々
の
生

産
物
量
を
価
格
で
ウ
エ
イ
ト
し
た
一
つ
の
中
心
生
産
物
量
へ
の
綜
合
指
数

と
考
へ
る
こ
と
で
あ
る
。

C
の
価
防
相
の
点
に
関
し
て
も
同
様
の
困
難
の
存

す
る
場
合
に
は
、
上
述
の
調
整
を
加
へ
る
こ
と
に
よ
り
、
単
一
の
形
で
C

の
価
絡
を
考
へ
得
る
o

註
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均
衡
条
件
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ツ
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も
指
摘
せ
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く
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次
の
三
点
よ
り
之
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち

'
l

極
値
が
極
小
で
な
く
極
大
で
あ
る
た
め
に
生
産
曲
線
が
よ
万
に
凸
な

る
こ
と
。

2

余
剰
が
正
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
た
め
に
は
平
均
生
産
物
が
低
減
す
る

こ
と
セ
要
ナ
。

3

余
剰
を
最
大
に
す
る
こ
と
o

註
3
こ
の
場
合
に
は
叉
次
の
如
〈
に
な
る
。
則
ち

Q
3
を
書
き
出
火
へ
て

《

同

一

吋

品

開

・吋
U
H
M
M叫
又

ま

ー

l
r
・岡山
-
H
吋
=

L
F

仲

-

γ

3

t

L

阿川

r

』

則
ち
、

L
の
価
格
は
限
界
収
益
に
等
し
い
。
叉
P
の
価
格
は
限
界
生
産
費

に
等
し
い
。

註
4

ヒ
ツ
グ
ス
は
一
要
肉
の
場
合
の
均
衡
条
件
に
対
応
せ
し
め
て
、
二
要

因
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
考
へ
て
い
る
o
(
』
・
岡
山
・
目
。
r
m
w

同
ゲ
五
-

吋】川・∞
b
i
1
h
∞叶・)

-
一
生
産
要
素
の
生
産
物
へ
の
関
係
に
つ
い
て
は
限
界
生
産
物
侭
滅
、

二
生
産
要
素
の
聞
で
は
そ
の
限
界
代
替
率
低
減
(
之
は
ヒ
ツ
グ
ス
自
身

も
述
べ
て
る
如
〈
限
界
代
替
率
低
増
の
こ
と
を
低
減
と
言
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
理
解
の
た
め
に
は
低
増
の
方
が
勝
っ
て
い
る
の

で
あ
る
0

〕

2

各
生
産
要
素
の
平
均
生
産
物
低
減
、
従
っ
て
各
生
産
要
素
を
一
群
と

見
倣
し
た
場
合
に
於
て
も
、
そ
の
全
体
と
し
て
の
平
均
生
産
物
侭
滅

3
一
生
産
要
素
と
生
産
物
と
の
価
格
比
は
、
そ
の
生
産
要
素
の
限
界
生

産
物
に
等
し
く
、
二
つ
の
生
産
要
素
の
間
の
限
界
代
替
率
は
、
そ
の
二

要
一
素
の
聞
の
価
格
比
に
等
し
。

而
し
て
之
等
の
条
件
中
、
ー
の
前
半
、

2
の
前
半
、

3
の
前
半
は
既

に
満
さ
れ
て
居
り
、
従
っ
て
こ
L

で
は
、
ー
の
後
半
、

2
の
後
半
、

3

の
後
半
の
条
件
に
つ
い
て
検
討
を
加
へ
れ
ば
良
い
で
あ
ら
う
。

註
5
限
界
代
替
率
は
負
値
で
為
る
。

話
6

一
般
に
『
(
同
一
〈
〕
H
A
A
F
Z
E
な
る
時
、
之
を
微
分
す
れ
ば
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----、四|目
、"1同

田
町
出
帆
l

安
+

故

四
、
結

百

以
上
に
よ
っ
て
、
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
の
均
衡
分
析
を
終
へ
る
の
引
に
あ
る

が
、
そ
の
結
論
を
述
べ
て
見
る
と
、
一
要
素
の
場
合
に
つ
い
せ
は

一
、
生
産
要
素
L
或
は
C
の
価
格
と
生
産
物
P
の
価
絡
と
の
比
は
、
夫
々

の
限
界
生
産
物
に
等
し
い
時
に
均
衡
が
成
立
ナ
る
o
郎
ち

L
同
V

同
M
F

L

V

|

可
守

《
四
回

M

M

M

C

i
h
(川

H

可
M
M
l

二
、
そ
の
時
の
各
要
素
の
均
衡
量
は
夫
々
次
の
式
に
よ
っ
て
与
へ
ら
れ
る

H
I
W
¥

ガ
3

二
l
宵

H
b

日

(
F
u
r
)
{酌
U

}

?
ハ
関
乙
)
7
」(府
)
7』

」

L

で

穴

C
H
関
の
回

開
F
H関
門
岡

一
ニ
、
各
生
産
要
素
並
り
に
生
産
物
の
価
格
の
震
動
に
従
っ
て
、
各
生
産
要

素
の
使
用
量
が

P

の
価
絡
の
愛
動
率
に
比
例
し
、
要
素
の
価
格
の
愛
動
率

に
反
比
例
す
る
如
く
均
衡
点
は
愛
動
す
る
o

而
し
て
そ
の
場
合
、
そ
の
比
例

反
比
例
の
強
度
は
夫
々
の
弾
力
性
の
小
な
る
程
大
で
あ
る
。
即
ち
'

、】》、宮山〆
aFl-内

戸
、
注
目
{
引
か
)
(
コ
』
¥
F
¥
)
7
R

「古、
¥ 

の
[[ 
--問、、
回目l守
町守、一

、、、---

"" f司、
吋。
¥ 

可。
にノ
d 

w 

戸
、
唱
の
J

同

if-

-Jのであ
る
。

次
に
二
要
素
の
場
合
に
於
て
、
一
定
生
産
量
を
得
る
た
め
に
は
、

一、

L
、
C
両
要
素
の
聞
の
価
格
比
が
そ
れ
ら
の
聞
の
限
界
代
替
率
に
等

し
い
時
に
均
衡
が
成
立
ナ
る
。
即
ち

《

目

白

司

F

L
F
l
司
。

二
、
そ
の
時
の

L
と
C
の
均
衡
量
は
、
そ
の
使
用
量
の
比
が
、
次
の
式
に

よ
っ
て
与
へ
ら
れ
る
。

句、
F

句
、
。
は
夫
々
価
格
愛
動
後
の
戸
-
A
U
】

V

H

J

]
戸

J
=

の

可

F

』

H
h
i
H
州
引
・
1

E

Y

一
二
、
各
要
素
価
格
の
愛
動
に
伴
っ
て
均
衡
は
次
の
如
〈
安
動
す
る
。
即
ち

各
要
素
の
使
用
量
は
、
自
己
の
価
絡
の
愛
動
率
に
反
比
例
し
、
相
手
の
価
格

の
愛
動
率
に
比
例
す
る
。
式
で
表
は
せ
ば

め
、
子
、
E
F
H
h刊
・
明
日
、

最
後
に
二
要
素
の
場
合
に
於
て
、
生
産
量
を
も
安
化
せ
し
め
た
時
、
均
衡

は
「
+
]
八
回
の
場
合
に
の
み
成
立
し
、
そ
の
状
況
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
両
要
素
の
弾
力
性
の
和
と
、
或
要
素
の
弾
力
性
と
の
比
、
並
び
に
該

要
素
と
生
産
物
の
価
絡
比
の
相
乗
積
が
、
そ
の
要
素
に
関
す
る
限
界
生
産
物

一
二
九
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